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本
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と
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を
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皆
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に
お
届
け
し
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す
。

一太郎 承
身近にある草木や空の色にさえも趣を与える日本語の機微。相手との関係
性や、会話・手紙・メール・ブログなど伝える手段によっても、自在に姿
を変える日本語の奥深さ。そして、人々を励ましたり、希望を与えた日本
語の細やかさ。
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